
 

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 神戸総合医療専門学校 

設置者名 医療法人社団 慈恵会 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

医療専門課程 

診療放射線科 

 

22 単位 9 単位  

臨床工学科 22 単位 9 単位  

臨床工学専攻科 26 単位 3 単位  

視能訓練士科 12 単位 9 単位  

理学療法士科 21 単位 9 単位  

作業療法士科 20 単位 9 単位  

歯科衛生士科 14 単位 9 単位  

（備考） 

 視能訓練士科、作業療法士科は令和 6 年度入学生から教育課程を変更しているた

め、3年生は旧課程となっている。 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.kobecc.ac.jp/entrance/school/johokokai/ 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 



 

様式第２号の２－②【⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人

材の複数配置】 
 
※ 様式第 2号の２－①に掲げる法人以外の設置者（公益財団法人、公益社団法人、医療法

人、社会福祉法人、独立行政法人、個人等）は、この様式を用いること。 
 

学校名 神戸総合医療専門学校 

設置者名 医療法人社団 慈恵会 

 

 

１．大学等の教育について外部人材の意見を反映することができる組織 
名称 学校評議会 

役割 
各学科から推薦された医療職又は学外教員に、自己評価の結果を報告し、

教育活動についての意見を聞き、次年度の教育活動及び学校運営に活用

する。 

 

 

２．外部人材である構成員の一覧表 
前職又は現職 任期 備考（学校と関連する経歴等） 

病院 放射線部 

技師長 
令和 6年 4月 1日から

令和 8年 3月 31 日 
臨床実習主任者 

卒業生 

病院 臨床工学室 

室長 
令和 6年 4月 1日から

令和 8年 3月 31 日 
臨床実習主任者 

卒業生 

病院 看護部 

看護師 
令和 6年 4月 1日から

令和 8年 3月 31 日 
非常勤講師 

卒業生 

病院 

副院長 

令和 6年 4月 1日から

令和 8年 3月 31 日 
非常勤講師 

卒業生 

介護老人保健施設 

リハビリテーション科 

主任 

令和 6年 4月 1日から

令和 8年 3月 31 日 
卒業生 

病院リハビリテーション課 

係長 
令和 6年 4月 1日から

令和 8年 3月 31 日 
卒業生 

病院 歯科口腔外科 

歯科衛生士 

令和 6年 4月 1日から

令和 8年 3月 31 日 
非常勤講師 

（備考） 

 

 

  



 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 神戸総合医療専門学校 
設置者名 医療法人社団 慈恵会 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

シラバスの作成については、本校で作成した「シラバス作成の手引き」にてシラバ

スに記載する項目及び記載方法を専任教員と非常勤講師に示し、作成を依頼してい

る。 

シラバスは学期始めにホームページにて公表し、学生には履修登録の際に配布して

いる。 

授業計画書の公表方法 https://www.kobecc.ac.jp/entrance/school/johokokai/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

「履修規則」及び「シラバス」に記載している成績評価の方法・基準により、厳格

かつ適正に単位を認定している。 



 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

「神戸総合医療専門学校ＧＰＡ制度に関する規則」にて、客観的な指標を設定し、

学年における学修の状況及び成果を示す指標（学年ＧＰＡ）と、在学中における全期

間の学修の状況及び成果を示す指標（累積ＧＰＡ）を算出する。学生には成績通知に

おいて、学年ＧＰＡと累積ＧＰＡを記載している。 

ＧＰＡは教育内容等の改善のための組織的な研修、履修指導、学修指導等に活用し

ている。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
神戸総合医療専門学校 学則・規則 

https://www.kobecc.ac.jp/entrance/school/johokokai/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

「ディプロマポリシー」にて、卒業認定の方針を定めている。 

卒業の要件は「神戸総合医療専門学校 学則」に定める通り、各学科の修業年限以上

在学し、所定の全科目を履修し、単位を修得することとしている。 

卒業の認定は、「履修規則」にて定める通り、卒業判定会議を経て学校長が認定して

いる。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

ディプロマポリシー 

https://www.kobecc.ac.jp/ entrance/school/policy/ 

神戸総合医療専門学校 学則・規則 

https://www.kobecc.ac.jp/entrance/school/johokokai/ 
 



 

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 神戸総合医療専門学校 
設置者名 医療法人社団 慈恵会 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.kobecc.ac.jp/entrance/school/johokokai/ 
収支計算書又は損益計算書 https://www.kobecc.ac.jp/entrance/school/johokokai/ 
財産目録 https://www.kobecc.ac.jp/entrance/school/johokokai/ 
事業報告書 https://www.kobecc.ac.jp/entrance/school/johokokai/ 
監事による監査報告（書） https://www.kobecc.ac.jp/entrance/school/johokokai/ 

 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 診療放射線科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総授

業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 

 

 

 昼 
 

3030 単位時間／107 単位 

2070 
単位時間

/80 単位 

390 
単位時間

/13 単位 

540 
単位時間

/12 単位 

0 
単位時間

/0 単位 

30 
単位時間

/2 単位 

3030 単位時間／107 単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

240 人 260 人 0 人 10 人 31 人 41 人 

 
分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 臨床工学科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総授

業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 

 

 

 昼 
 

3105 単位時間／104 単位 

2280 
単位時間

/79 単位 

510 
単位時間

/17 単位 

285 
単位時間

/7 単位 

0 
単位時間

/0 単位 

30 
単位時間

/1 単位 

3105 単位時間／104 単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120 人 29 人 0 人 6 人 36 人 42 人 

 

  



 

 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 臨床工学専攻科   

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総授

業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

1 年 

 

 

 昼 
 

1965 単位時間／89単位 

1335 
単位時間

/68 単位 

345 
単位時間

/14 単位 

285 
単位時間

/7 単位 

0 
単位時間

/0 単位 

0 
単位時間

/0 単位 

1965 単位時間／89単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

10 人 3 人 0 人 
4 人 

※臨床工学科と兼任 18 人 22 人 

 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 視能訓練士科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総授

業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 

 

 

 昼 
 

2835 単位時間／109 単位 

915 
単位時間

/44 単位 

1140 
単位時間

/47 単位 

720 
単位時間

/16 単位 

0 
単位時間

/0 単位 

60 
単位時間

/2 単位 

2835 単位時間／109 単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120 人 46 人 0 人 6 人 14 人 20 人 

 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 理学療法士科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総授

業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 

 

 

 昼 
 

3420 単位時間／115 単位 

1200 
単位時間

/47 単位 

1260 
単位時間

/46 単位 

900 
単位時間

/20 単位 

0 
単位時間

/0 単位 

60 
単位時間

/2 単位 

3420 単位時間／115 単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

140 人 79 人 0 人 9 人 46 人 55 人 

備考 令和 5年度の定員 60 名、令和 6年から 40 名 

 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 作業療法士科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総授

業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 

 

 

 昼 
 

3510 単位時間／120 単位 

1050 
単位時間

/44 単位 

1350 
単位時間

/51 単位 

1080 
単位時間

/24 単位 

0 
単位時間

/0 単位 

30 
単位時間

/1 単位 

3510 単位時間／120 単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

90 人 40 人 0 人 6 人 31 人 37 人 

 

  



 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 医療専門課程 歯科衛生士科 〇  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総授

業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

3 年 

 

 

 昼 
 

2700 単位時間／121 単位 

960 
単位時間

/64 単位 

810 
単位時間

/35 単位 

900 
単位時間

/20 単位 

0 
単位時間

/0 単位 

30 
単位時間

/2 単位 

2700 単位時間／121 単位 

生徒総定員数 生徒実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120 人 90 人 0 人 4 人 44 人 48 人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

シラバスの作成については、本校で作成した「シラバス作成の手引き」にてシラバ

スに記載する項目及び記載方法を専任教員と非常勤講師に示し、作成を依頼してい

る。 

シラバスは学期始めにホームページにて公表し、学生には履修登録の際に配布して

いる。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

「履修規則」及び「シラバス」に記載している成績評価の方法・基準により、厳格か

つ適正に単位を認定している。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

「ディプロマポリシー」にて、卒業認定の方針を定めている。 

卒業の要件は「神戸総合医療専門学校 学則」に定める通り、各学科の修業年限以

上在学し、所定の全科目を履修し、単位を修得することとしている。 

卒業の認定は、「履修規則」にて定める通り、卒業判定会議を経て学校長が認定し

ている。 

進級の認定は、「履修規則」にて定める通り、進級判定会議を経て学校長が認定し

ている。 

学修支援等 

（概要） 

各学科クラス担任及び専任教員が随時個別面談を行い、学修指導等を行っている。 

 

  



 

 

診療放射線科 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 55 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

38 人 

（69.1％） 

17 人 

（30.9％） 

（主な就職、業界等） 

総合病院、診療所、健診センター 

（就職指導内容） 

「就職の手引き」により就職に向けた指導を行い、就職対策講座（面接、履歴書の書

き方）を実施している。また、希望者を対象に「自己 PR・志望動機作成対策講座（キ

ャリア形成・学び直し支援センター事業）」を実施し、就職に向けたサポートを行っ

ている。 

クラス担任、専任教員が随時相談を受け付けている。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

診療放射線技師国家資格、第 1種・第 2種放射線取扱主任者 

（備考）（任意記載事項） 

 

 臨床工学科 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 21 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

16 人 

（76.2％） 

5 人 

（23.8％） 

（主な就職、業界等） 

総合病院、診療所 

（就職指導内容） 

「就職の手引き」により就職に向けた指導を行い、就職対策講座（面接、履歴書の書

き方）を実施している。また、希望者を対象に「自己 PR・志望動機作成対策講座（キ

ャリア形成・学び直し支援センター事業）」を実施し、就職に向けたサポートを行っ

ている。 

クラス担任、専任教員が随時相談を受け付けている。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

臨床工学技士国家資格、第 1種・第 2種ＭＥ技術実力検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 



 

臨床工学専攻科 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 1 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

1 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

総合病院、診療所 

（就職指導内容） 

「就職の手引き」により就職に向けた指導を行い、就職対策講座（面接、履歴書の書

き方）を実施している。また、希望者を対象に「自己 PR・志望動機作成対策講座（キ

ャリア形成・学び直し支援センター事業）」を実施し、就職に向けたサポートを行っ

ている。 

クラス担任、専任教員が随時相談を受け付けている。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

臨床工学技士国家資格、第 1種・第 2種ＭＥ技術実力検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

視能訓練士科 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 24 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

24 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

総合病院、眼科医院 

（就職指導内容） 

「就職の手引き」により就職に向けた指導を行い、就職対策講座（面接、履歴書の書

き方）を実施している。また、希望者を対象に「自己 PR・志望動機作成対策講座（キ

ャリア形成・学び直し支援センター事業）」を実施し、就職に向けたサポートを行っ

ている。 

クラス担任、専任教員が随時相談を受け付けている。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

視能訓練士国家資格、視覚障がい者ガイドヘルパー 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 



 

理学療法士科 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 29 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

23 人 

（79.3％） 

6 人 

（20.7％） 

（主な就職、業界等） 

総合病院、診療所、リハビリテーション病院、介護老人保健施設 

（就職指導内容） 

「就職の手引き」により就職に向けた指導を行い、就職対策講座（面接、履歴書の書

き方）を実施している。また、希望者を対象に「自己 PR・志望動機作成対策講座（キ

ャリア形成・学び直し支援センター事業）」を実施し、就職に向けたサポートを行っ

ている。 

クラス担任、専任教員が随時相談を受け付けている。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

理学療法士国家資格、初級パラスポーツ指導員 

（備考）（任意記載事項） 

 

作業療法士科 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 10 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

9 人 

（90％） 

1 人 

（10％） 

（主な就職、業界等） 

総合病院、診療所、リハビリテーション病院、介護老人保健施設、老人ホーム 

（就職指導内容） 

「就職の手引き」により就職に向けた指導を行い、就職対策講座（面接、履歴書の書

き方）を実施している。また、希望者を対象に「自己 PR・志望動機作成対策講座（キ

ャリア形成・学び直し支援センター事業）」を実施し、就職に向けたサポートを行っ

ている。 

クラス担任、専任教員が随時相談を受け付けている。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

作業療法士国家資格、初級パラスポーツ指導員 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

 



 

歯科衛生士科 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 8 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

8 人 

（100％） 

0 人 

（0％） 

（主な就職、業界等） 

歯科医院 

（就職指導内容） 

「就職の手引き」により就職に向けた指導を行い、就職対策講座（面接、履歴書の書

き方）を実施している。また、希望者を対象に「自己 PR・志望動機作成対策講座（キ

ャリア形成・学び直し支援センター事業）」を実施し、就職に向けたサポートを行っ

ている。 

クラス担任、専任教員が随時相談を受け付けている。 

 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

歯科衛生士国家資格 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  574 人 41 人  7.1％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、成績不振、精神的な理由、経済的な理由 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

学年ごとに、担任制度が設けられており、担任が学生の出席状況や成績等を把握し、

随時指導を行っている。また、悩みを１人で抱え込んだまま退学に至るのを防ぐため

に、スクールカウンセラーを配置し、学業、進路・対人関係など学生の悩み事や相談

に応じている。 

 

 

 

  



 

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

診療放射線科 200,000 円 800,000 円 400,000 円  

臨床工学科 200,000 円 800,000 円 400,000 円  

臨床工学専攻科 200,000 円 600,000 円 400,000 円  

視能訓練士科 200,000 円 800,000 円 400,000 円  

理学療法士科 200,000 円 900,000 円 520,000 円  

作業療法士科 200,000 円 900,000 円 520,000 円  

歯科衛生士科 200,000 円 600,000 円 200,000 円  

修学支援（任意記載事項） 

指定校推薦入試 

 本校が指定する高等学校より推薦された者が出願できる入学試験であり、指定校推薦

入試の合格者は入学金 200,000 円が免除となる。 

 

ＡＯ入試 

 ＡＯ入試の合格者は入学金 100,000 円が免除となる。 

 

兄弟・姉妹・親子特別入学制度 
入学試験の合格者で以下の項目に該当する場合は入学金 200,000 円が免除となる。 

・入学志願者の両親のいずれか、または兄弟姉妹が神戸総合医療専門学校を卒業また 

は在籍している場合  

・同年度に兄弟・姉妹が入学する場合（この場合は 2人目以降が該当する） 

 

入学時諸経費奨学金（貸与型）  

 150,000 円一括貸与(無利子） 

 神戸総合医療専門学校の入学予定者で経済的理由により入学時の教科書代等諸経費の

支払いが困難である学生に貸与する。 

 

神戸総合医療専門学校 奨学金（給付型）  

200,000 円条件付きで給付 

神戸総合医療専門学校の在校生で勉学の意欲を持ち、成績、人物ともに優秀であり、

経済的に修学が困難な学生に対して給付する。 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 

https://www.kobecc.ac.jp/entrance/school/johokokai/ 

 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

 

各学科から推薦された医療職又は学外教員に、自己評価の結果を報告し、教育活動に

ついての意見を聞き、次年度の教育活動及び学校運営に活用する。 

 



 

 

ｂ）学校評価 
学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

病院 放射線部 技師長 
令和 6 年 4 月 1 日から

令和 8年 3月 31 日 
臨床実習主任者 

卒業生 

病院 臨床工学室 室長 
令和 6 年 4 月 1 日から

令和 8年 3月 31 日 
臨床実習主任者 

卒業生 

病院 看護部 看護師 
令和 6 年 4 月 1 日から

令和 8年 3月 31 日 
非常勤講師 

卒業生 

病院 副院長 
令和 6 年 4 月 1 日から

令和 8年 3月 31 日 
非常勤講師 

卒業生 

介護老人保健施設 

リハビリテーション科 主任 

令和 6 年 4 月 1 日から

令和 8年 3月 31 日 
卒業生 

病院 リハビリテーション課 

係長 

令和 6 年 4 月 1 日から

令和 8年 3月 31 日 卒業生 

病院 歯科口腔外科 歯科衛生士 
令和 6 年 4 月 1 日から

令和 8年 3月 31 日 
非常勤講師 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 

学校評議会議事録 https://www.kobecc.ac.jp/entrance/school/johokokai/ 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

理学療法士科・作業療法士科・言語聴覚士科を対象とした一般社団法人リハビリテー

ション教育評価機構の認定評価 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

 

https://www.kobecc.ac.jp/ 

 

 


